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包括化への対応
• いかにして必要なサービスを安全に、効率よく、安価に
提供できるか

• 収入単位に対応する支出額を把握する

• 限られた原資を有効活用する

• 過少診療を抑止する

• 満足度を低下させない

• 効率の良い分業体制の構築と専門化を図る

• 黒字分を新規設備や人材に投資し、サービスの向上を
図る
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入院外来合計収入区分

基本料

投薬料

注射料

処置料

手術料

検査料

画像診断料

理学・精神療法等

入院料

自費
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入院外来合計収入53区分入外合計53区分稼動額（％） ２００１．４

初診料

0.4539%

再診料

1.5270%

容器代

0.0015%

文書料

0.2921%

高度先進医療

0.3246%
分娩介助料

0.1372%

その他の自費

0.1001%

指導料

0.9440%

在宅料

1.0104%

調剤料

0.1468%

薬剤料

5.6272%

処方料

0.1880%

麻薬，毒薬加算

0.0064%

調剤技術基本料

0.0581%

皮下筋注

1.2170%

ICU加算

1.6890%室料差額

0.5838%

労災室料差額

0.0005%

重症者加算

0.4310%

入院基本料

26.3892%

精神療法

0.8011%

精神療法薬剤料

0.0002%

放射線治療料

1.2929%

その他

0.3186%

放射線治療薬剤

0.0111%

給食料

3.6241%

理学療法

0.4599%

Ｘ線薬剤

2.3390%

手技料その他

0.0849%

Ｘ線材料

0.6827%

コンピュータ断層診断料

2.3689%
Ｘ線診断料

1.6728%
核医学診断料

0.8555%
検査薬剤

0.2045%

その他検査料

3.2253%

病理学的検査料

0.7038%生体検査料

0.2975%

手術薬剤

1.0140%

その他注射

10.0100%

自己注射

0.1701%

処置料

1.1154%

処置材料

0.6733%

手術料

7.2199%

処置薬剤

0.5669%

ギプス料

0.0219%

輸血料

2.9799%

麻酔料

2.6183%

手術材料

3.6240%

検体検査料

8.4566%

検査材料

0.3500%

入院料その他（病衣貸与料など）

0.1191%

静注

0.0705%

処方箋料

0.9197%
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損益計算書とキャッシュフロー計算書の作成（１）
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損益計算書とキャッシュフロー計算書の作成（２）
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キャッシュフロー計算書
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損益計算書
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固定経費・変動経費・限界利益と損益分岐点

収益

収益

限界利益

変動費

活動量

利益

損益分岐点

変動費

固定費

収益

活動量

固定経費・変動経費と損益分岐点変動経費と限界利益
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医事会計
ある時点での請求額のスナップショット
保留、返戻、査定、修正などで変動する。

管理会計
収入と支出を突合し、経営状態の把握をし、

政策的意思決定のために利用する（ＰＬ，ＣＦ）

精度は７～8割あれば十分。むしろ経年変化が重要

財務会計
勘定会計で、公表が義務づけられている

1円の単位まで合わなければならない。
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○団塊の世代が全て７５歳となる2025年には、75歳以上が全人口の
18％となる。

○2060年には、人口は8,674万人にまで減少するが、一方で、65歳以
上は全人口の約40％となる。
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単一医療機関規模（増収策と緊縮策）

• 部門別原価計算

• 診療科オーダ検査を検査部はいくらで請け負えるか・・・

• 人材・設備・在庫等の遊休化を招かない

• 特異化と委託

• 管理的オーバーヘッドの削減

• 疾患群別原価計算

• 適切（安全、合理的、効率的）なパスの設計・導入・再評価

• 変動経費の見直し（薬剤材料等） → 単価下げ ＞ 不要物品の
削減

• 固定経費の見直し → 人的資源のダイナミックな配置

＞ 人員削減 ・ 規模の縮小等

• 効果を見据えた設備投資、適正な調達

• 医療の質管理 → 医療費用、訴訟費用の抑制
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対 応 は？

• 医療機関が倒産しては・・・（医師にとっても患者にとっても）正義は行い
がたい。

• 安全性を確保しつつ医療の効率化と合理化を図る。

• 固定経費にさきだって流動経費の見直し
• 現行の医療体制で経費率を下げる

• generic 医薬品・材料の積極的評価

• 共同調達、スポット調達

• ＳＰＤの積極的評価（在庫の削減）

• クリニカルパスの導入

• 固定経費の削減
• 管理的オーバーヘッドの削減

• 積極的分業体制、医療機関の統廃合

• 病病・病診・医療社会福祉連携

• アウトソーシング
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